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キャリア支援研究の方法試論
―実証研究アプローチ―

青 木 泰 子

Abstract

lnJapan,thereareaverylle"∫examplesofexperimentalresearchoncareersupport,and

ithastobefurtherdevelopedinthefuture.Whatthispaperdocstoseekthedirectionott

expchmentalresearchoncareersupportis:rlrSt,Summarizethetheoriesandproceduresor

previousexpemmentalresearchinthecareemelated抗eld,andcons量deriftheyCanbeapplied

toexperimentalresearchoncareersupport;second,analyzethecurrentstatusoI､career

supportprovidedbyhighereducationinstitutionsaswellaspreviousresearchontheelTects

orcareersupport.Basedonthesetwoperspectil,eS,thispaperdiscusses山edirectionor

experimentalresearchoncareersupportandfinallyorganizespotentialapproachesto

experimentalresearch･
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はじめに

日本の高等教育機関の多くでキャリア支援が行われているが､その歴史は浅く､キャリア教

育という言葉が中央教育審議会答申で使潤されたのは 蓬999年からであるl)Oかつ､内容面から

見ても初年次から体系立ててキャリア支援を実践 している大学はまだ限られている2㌔ それゆ

え､キャリア支援に関する研究も増えつつあるが､どのような支援を行えばどういった効果が

期待できるのか､という実証研究はまだ少なく､今後､どのような理論に基づき､どのような

仮説をどのように実証するのかとい う研究課題は重要な議論のひとつとなるだろうo

酌稿3)において聾者はキャリア支援の策証研究の基礎研究として､キャリアに関する基礎理

論を整理 し､現実のキャリア支援プログラムにその理論がどのように反映されているのかを考

察した｡本稿では前稿に引き続き実証研究を行 うための基礎研究のひとつと位置づけ､高等教

育機関におけるキャリア支援の実証研究のアプローチ方法を検討する0

本稿では以下のように展開するO 日本におけるキャリア領域の実証研究の先行研究をレビュ

ーし､キャリア支援の実証研究にどう適用できるかを考察する.次にキャリア支援の現状認識

とその評価､各大学のキャリア支援の先行研究を整理し､実証研究の方向性を考察する｡
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Ⅰ キャリア領域の実証研究

キャリア支援はキャリアとい う概念をベースに各機関において展開されているO前稿におい

てキャリアが職業､職歴を指 した時代から､人生そのもの-と変化 してきた経線を示し､キャ

リアの定義について検討をした｡本稿においても､キャリアとは仕事を含めた人生そのものの

広義の意味でとらえることを前程 とし､検討を進めていく.二

Ⅰ章においては､キャリア領域の実証研究をレビューし､どういった理論のもと､どのような

仮説をどのように実証しているのかを整理 し､キャリア支援の実証研究との関連性を考察する｡

】 組織内キャリアの実証研究

田本では組織内キャリアの策証研究として､キャリア ･プラ トー現象を研究 した山本寛4)辛

昇進ツリ-の構造を研究 した関本昌秀 と花田光世5)､また､組織内キャリア発達の研究をした

若林滴の研究6)が挙げられるが､ここでは若林の実証研究をレビュ- し､そのプロセスを追っ

ていく｡

若 林 は 大卒 13牢目の社員の追跡調査を行い､大卒社員の組織内キャリア発達の規定要因を探

った｡キャリアにはいくつかの発達段階があり､各段階において個人が達成するべき課題があ

ると考えられているが､それでは､組織でのキャリア発達はどのような段階があり､どんな課

題が設定され､どう乗 り越えるべきなのだろうかO例えば super7)揺,成長期､探索期､確立期､

維持期､下降期という段階を設定 し､Schein岩)は探索期､参入期､基礎訓練期､初期キャリア､

中期キャリア､中期キャリア危機､後期キャリア､下降期､退出期､の りつの段階とその段階

ごとに乗り越えるべき課題を設定 したO若林はこれ らの理論を基に､組織内キャリア発達の段

階を明らかにし､キャリア発達の展開とそこで現れる問題点を整理 し､現実のキャリア発達過

程と照らし合わせ､キャリア発達過程研究のモデルを構築 した｡プロセスとしては､そのモデ

ルに沿ったデータを集め､3牢目の規定要因と13宇目のキャリア結果がどの程度予測可能なの

かを統計的に処理 しているO(表 1)ここでの分析手法として一例を示すと､入社 3年目までの

要因がその後のキャリア発達をかなり規定することを全変数間or)相関関係を使って証明する｡

次に､重回帰方程式を用い､独立変数が全体として 13平目のキャリア結果をどれだけ強く決定

付けているかを検討 している｡

この研究においては､キャリア発達段階とその課題をまず抽出し､現実のキャリアがどう対

応 しているのか､その関連性を考察 しているが､大学生のキャリア支援の実証研究を進めるう

えで､Scheinや Superのキャリア発達論をモデルにしている点やキャリア発達課題とその後の

職業との因果関係をモデル化 ししている点は参考になるだろう｡なお､2007年度に発表された

労働政策研究 ･研修機構の報告書において大学のキャリア支援策と初期キャリアとの関連性を
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考察 しているが､これは第Ⅱ章で詳細を述べる｡

表 1 組耗内キャリア発達の実証研究の調査方法

大卒社員の組織内キャリア発達はどのような要因によって規定されるのかを実証的に

明らかにすることO

1972牢度大手百貨店に入社 した大卒男子の 13年間の追跡調査を行ったO

最初の 3年は質問紙を通じてデータ収集を行い､7牢目､13年目に本人に関する人事

･調査の枠組み

キャリアの規定要因とキャリア発達の結果を意味する諸指標 との関係をモデル化 し､
そのモデルに沿ったデータ収集を行 う｡

規定要因)

① 克行要因として入社時の出身大学のランク､本丸の潜在能力､最初の配属先を設
定

② 過程要因として上司との垂直的交換関係や職務遂行､昇進可能性など

③ 実績要因として職務遂行と職務能力の評価を設定｡

キャリア発達の結果変数)

(丑 入社 13年目までの昇進速度

② 昇進可能性評価

③ ボーナス

⑥ 給与の 4つを取り上げたO
明らかにしたいこと)

それぞれの規定要因は入社 13牢目のキヤ))ア結果をどの程度説明 しているのか､入社

3年目までの規定要因全体から入社 13年目のキャリア結果がどの程度予測可能か

出所 :若林満 『組棟内キャリア発達とその環境E』｢組織心理学 第 10章｣(福村出版 1988)

経営行動科学第 19巻第2号､2006 pp.77-漫OS再録のものを筆者一部修正して作成

_?_ キャリア選択の指標を使用した実証研究

キャリア領域の研究においては､個人のキャリアは何によって決定されるのか､また職業選

択に影響を及ぼす要因は何かといったキャリア選択の研究がある｡例えば高等教育機関におい

て適性診断として活用されることのある ｢VPⅠ職業興味検査 鞠 cationalPFe短renee王nventoFyh 9)

はIlollandの職業選択理論を背景とし､その理論は個人の人格および職業を6つの類型に分類 し､

個人はその人格類型と一致 した職業類型を選択 した場合､職業上の成果と満足､キャリアの安

定性を達成できるものとしているIO)Oこのように､キャリア支援の中に職業志向や職業意織の

診断結果から学生に対し何らかの行動を促すといった利用がされているが､キャリア領域の実

証研究の中には､キャリアの理論に基づいた指標の開発や､その指標を利用 した研究も多いO

宗方比桂子は2004年の論文‖)において学生に有効なキャリア支援を検討するため､職業意織

尺度を使用し､キャリア支援策を検討 している.〕この論文のプロセスとしては次のようなこと

である.つまず､就職を困難にしている 1つの要因として学生自身の職業意識を捉え､4種類の

職業意織尺度(表 2参照)を使用し､職業意織を測定,J次に､職業意識ごとにクラスタ一分折を
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行い､各クラスタ-別 に有効なキャリア支援の方策を考察する｡ ここでは 1､マスヨミ･デザ

スター､5､個性追求クラスター1 6､積極的模索クラスター一に分けている.｡

消極的拡散クラスターの学生は､職業意識､能力感を高める働きかけが大切であり､職業に

かかわる能力を育てることの有効性が､また積極的模索クラスタ一一の学生群には､自分のつき

たい職業が絞れない状態にとどまっているため､自分のしたい仕事を明確にするための自己分

析や職業分析といった働きかけが必要であると示唆 しているO

表 2 職業意織分析の実証研究

目的 金城学院大学の学内ウエブを利用 して実施 した4種類の職業意識尺度の結果から女
子学生の職業意識を明らかにし､有効なキャリア開発支援の方策を採るものo

方法 4種類の職業意織尺度を使用
① 職業 レディネス尺度 (crites(1965)若林､後藤､鹿内らが開発o)

② 職業能力感尺度 (pred皇ger1982,旦996月999の研究に基づいて作成)
③ ワークスタイル尺度 (宗方が開発)

④ 職業興味尺度 (宗方が開発)

プロセス)

745名のデー一夕をクラスター分析 し､6つのクラスターを抽出÷各クラスターに所属

する人数を学科 .専攻ごとに比較 し､学科 ごとのクラスターの特徴をまとめ､その

出所 :宗方比佐子 ｢女子学生に対するキャリア開発支援の試み (I)-クラスター-分析による職

業意識の分析-パ『金城学院大学論集』人文科学編 第 1巻第 1･2合併号 2004 pp申166
-･177)より筆者一一郎修正して作成

この論文では､学生の職業意識を明確にするために4種類の開発された指標を用いているが､

個人の心の状態を図るための指標はキャリアの実証研究において重要な役割を担 う｡特にキャ

リア支援においては学生のキャリア発達段階を把握し､どの発達段階に移行させるかとい うこ

とが問題になるため､学生がどの発達段階にいるのかを確認することや､指標による学生の効

果測定も可能だろう〕

キャリアの先行研究の中には何種類かの指標が開発 されている｡例えば､若林ほかが開発し

た職業 レデ ィネス尺度は (表 3)就職 を控えた学生が､職業に就くことに対し､どの程度成熟

した考えをもっているかを表す概念であり､1､職業選択-の関心､2､選択範囲の限定性､3､

選択の現実性､4､選択の主体性､5､自己知識の客観性 とい う5つの観点から測定する尺度で

ある12㌔ また､勉の指標 として､柳井が開発 した職業､進路などの意識やキャリア志向を図る

職業意織の項酎3)や､板柳 ･竹内が開発 した進路成熟度尺度､職業志向を測る尺度として若林

ほかが開発 した職業志向尺度岬があるOキャリア支援の実証研究においては､どのような指標

をどういった段階の学生にいつ使用するのか､とい うことが今後の課題であろうL｡
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表 3 職業レディネス尺度 (若林ほか､1983)

職業選択 仕事はどちらにしろ苦労をともなうものであるから､できれば職業につかないで､
-の関心 自分の好きなことだけやつていたい十*

いまは自分の好きなことだけに打ち込み､将来について考えるのは､もう少しあ

とにしたい.*

早く学校を卒業し､仕事をつうじて自分の実力をためしてみたいウ

将来の職業のことについてはできるだけ考えないようにしているC*

将来の選んだ職業をつ うじて､自分にどれだけの力があるのか確かめてみること

に､大きな関心を持っている.

社会に出てから役立つ知織や資格を得ることに､大きな関心をもっている.

選択範囲の限定性 自分のつきたい職業は､前から決まっており､現在でもそれに向かって準備を湛

めているo

いろいろ迷つたが､最近は自分がどのような職業につくべきかよく分かってきたo

自分のつきたい職業は限りなくあるが､自分にはどれ一つとしてつけそ うには思

えないO*

みんながいろいろなことをいうので､自分がほんとに何をや りたいのか､わから

なくなってしまっているO*

自分が将来どうなるのか､まったくわからないのだから､本当のところ自分の適

性にあった職業を考えても意味がないと思うO*

選択の現実性 職業を選ぶにあたつては､自分の興味に合い､や りがい を感 じる職業であるかど
うかを見極めることが､もっとも大切であるO

自分が興味をもっている職業の内容は十分知っているので､就職のためにはどの

ような条件が必要であるかは､よく分かっているo

職業選択は､くじ引きのようなもので､ある人がその職業についているのは､偶
然の結果であるo*

どんな職業でもいいから､まず適当なところに就職 し､将来のことはそのあとで

じっくり考えればよいロ*

選択の主 自分の将来は自分で考え､自分で自分にあった職業を探 し､自分の力で挑戦して､
体性 それを獲得していきたいと思うO

自分に何が向いているか分からないし､これといって得意なものもないので､職

業を決める場合にはまわりの人の意見に従 うウ *
各人の職業はその人が生まれたときに､ほぼ決定されていると思 うから､あれこ

れ考えないで成り行きにまかせるo*

自分は職業の上で将来の目標があるのでそれを実現させるために自分でいろいろ

考えてやっていくo

自分の職業は自分で選び､その選択に対して､自分で責任を負 う必要がある○

自己知識 いままでの経験から､自分にどの程度の能力があり､どのような方面に適してい

出所 :｢心理尺度ファイル｣獅 94 堀洋道､山本裏理子､松井塵編 垣内出版 ppや4害4-4篤7)

より引用､なお､*項目は逆転項目｡採点方法は逆転項目の数値を逆転した上で､各項目に対

する回答の推知を単純合計したものが得点とされるo得点はさらに項目数で徐され分析に用い

られているO
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_3 学校教育から職業への移行についての実証研究

次に､学校から職業-の移行困難の問題についての実証研究を取 り上げる.ユニの領域におい

ては､学校経由の就職が行き詰まり､教育の職業的意義について問題提起 した本田由紀均や､

高卒労働市場の変容と就職斡旋における構造と認識の不一致を指摘 した筒井美紀16)等の研究な

どがあるO大卒者に関連 したところでは､大学新卒者の採用においても近年求められる人物像

が変化 していることを指摘 した岩脇千裕17)や､大卒者の就職 と初期キャリアに関する小方直幸

の研究糊があるO ここでは､小方の実証研究をレビュ-し､そのプ田セスを追っていくQ

表4 大学教育の職業的 レリバンスの実証研究

日本における大卒者の就職 と初期キャリアに関する実証的な分析を行い､大学教育の
職業的レリバンスを検証する

･大学教育と社会-の移行モデルを構築する｡

大学と仕事の対応をめぐる見方 として

① 大学で獲得される専門知織 と職場で要求される能力の間に機能的な連関を想定す

る ｢専門カップリング｣ モデル

② 大学教育で獲得される能力ではなく､大学入学時の個人の資質が､職場で必要な

能力を獲得する素地を成すと想定する ｢選抜カップ リングjモデル

この双方を視野に入れた分析をレリバンスとい う視点でとらえ､レリバンスを中心と

する分析枠組みをいったん作 り､検証L,

･分析課題としては 5つ

①就職一採用過程に関わる分析O初期就業時の東学属性 と職場属性の対応を考察 し､

大卒者の就業構造を生成させるメカニズムを探る｡

②卒業後 丑年から10年までの初期キャリアに関わる分析O初職就業後の大学属性 と職

場属性の対応を検討する｡

③職場における知識 ･技能要求に関わる分析O現在の職場で要求される知識 ･技能特

性を明らかに し､それに対する大学属性や職場属性の関与を考察するO

④職場で必要な能力と大学教育で獲得される能力との対応に関わる分析｡

⑤ 卒業生が職業生活を通 じて抱 く大学教育-の期待に関わる分析｡大学教育が職業

的レリバンスとい う点でいかなる機能を果たしうるかを検討する.｡

調査方法)

日本労働研究機構の ｢大卒就職研究会｣が 1992牢に行った ｢大学卒業後のキャリア調

査Jを利用｡大学単位での調査対象とし､医歯系を除く人文､法､経済系等8分野を

対象とし､様々な大学群から選定､卒業後 1牢目の 3月から卒業後 10牢目を対象とし

た 35大学 63学部を選定｡専攻分野ごとに 5種類の調査票を用い､調査票の郵送によ

る自記入式調査｡有効回答は203350

出所 :小方直幸 ｢大卒者の就職 と初期キャリアに関する実証研究一大学教育の職業的 レリバン

この研究の背景となる理論は欧米における大学教育と雇用に関する研究､すなわち､専門分

野と職業とが対応する ｢専門カップ リング｣研究と教育機関の選抜機能を重視した ｢選抜カッ

プリング｣ の2つの理論であるO この 2つの理論をベ一一スに日本の大学教育と雇用を捉えなお
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し､日本版大学教育と雇用 とのをデル構築を縛ったoつま り､大学教育から社会-移行する枠

組みを捉え､一旦モデルを構築する｡その うえで､就職か ら採用に至るまで､初期キャリアで

の大学属性や専門属性 との関連性､職場で求められる能力と大学属性や専門属性 との関連性等

を分析 し､最終的に大学教育で獲得される能力と職場で要求される能力がどのように対応 して

いるのかを実証的に明らかにし､大学教育と職業とのレリバンスのモデル構築を行った｡

この研究では､大学教育と雇用がどう対応 しているのか､とい うカ ップ リング理論がベース

であり､個人に視点を置いていないが､大学教育と雇用との対応が理論構築できれば､大学教

育が社会で必要とされる能力のどの部分を育成 し､どの部分が不足しているのかを捉えること

ができ､不足分をキャリア支援プログラムとして補 うとい うことができるだろうQ つまり､大

学教育と雇用され うる能力との関連性が判明すれば自ずとキャリア支援プログラムが構築でき

ると考えられる｡

ここでは学校教育が職業にどう対応するのかとい う問いに一つの回答を示しているが､現実

問題として小方自身が指摘するように職場や大学における知識 ･技能の構造が変容する､また

新卒一括採用､牢功昇進 といった雇用システムやカ リキュラム改革といった大学組織が変容す

れば､大学教育の職業的 レリバンスは変わらざるを得ない｡ こういった変化をどう捉えていく

のか､とい う点がこの研究の課題になるだろうし､またキャリア支援の実証研究においても同

様の指摘できるだろう｡

4 小括

第 1章においては､実証研究の先行研究からキャリア支援の実証研究-の知見として次のこ

とが挙げられるOすなわちキャリア支援は学生を社会-移行させるためのプログラムであると

し､実証研究の方向性を探った場合には､

1.学生が大学から職場-移行すると捉えた場合

･キャリア発達段階､発達課題から大学生と組織-の移行モデルを構築 し､初期キャリ

アとの関連性を実証する｡

･大学教育と職場で求められる能力との関連性をモデル化 し､初期キャリアとの関連性

を実証する｡

2.大学生の能力の実証研究を職業志向指標など､キャリア関連の指標を用いプログラムの

効果､またプログラム内容を実証 したもの｡

等がまとめられる｡
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Ⅱ キャリア支援プログラムの実証方法へのアプローチ

現在､教育機関においてほ段階ごとに様府なキャリア支援策が講じられ､高等教育機関に

おいても大学ごとにキャリア支援プログラムは異なっている｡それゆえ､実証研究のアプ ロ

-予を検討する前に､キャリア支援プログラムの現状と現段階の評価を確認することが必要

だろう｡

第Ⅱ章においては､キャリアの基礎理論を再確認 し､キャリア支援 とは何か､また､現実

に行われているキャリア支援プログラムの内容を確認 しながら､現在行われているキャリア

支援の評価を整理する｡また､各大学におけるキャリア支援の研究をレビュー-し､その方法

を整理 しなが ら 今後のキャリア支援の実証方法へのアプローチを第 I章で得られた知見とと

もに検討する｡

t キャリア支援とはなにか

まず､キャリア支援の定義について再確認 しておく｡ここでは前稿で､キャリアについて

検討 し､その結果キャリア支援についてまとめたものを引用 しキャリア支援の定義とする｡

前提として､キャリアとは単に職歴を指すものではなく､職歴を含めた--一連のライフキャリ

アを指すOまた自立 (自律) した精神を持つ個人が前提となるL,

人と社会が変化するものであることを前提にプログラムを組む､または指導を行 う必 要

がある0

2.学生のキャリア発達の段階を把握 し､どの発達段階に移行させるか､とい うことが重要に

なる｡それゆえに個人においても､所属する組織においても初午次にその段階を把握す

る必要がある｡また､次の移行段階を明確にし､それをイメージさせるよう情報を与え､

そこで求められている能力を明確にし､育成を図るとい う移行施策が重要である1,

3.自らのキャリアを発達させる､とい う自立 (自律)の概念が学生自身に必要であり､これ

を醸成するようなものでなくてほならないO

結論として､キャリア支援は就職支援だけの一時的なものではなく､学生のキャリア形成

意識を在学中にいかに育成するか､とい う点に尽きるOまた､この点で､初年次からの学生

-の働きかけが重要になってくると言えるだろうO

こ の 定 義 を念頭に置きつつ､キャリア支援の現状を探ってみる｡
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2 キャリア支援の現状

①23大学のヒアリングの結果から

表 5は修士論文19)作成のために筆者が2004牢から行った25大草-のキャリア支援プログラ

ムのヒアリング調査結果に基づき､その支援策を表にまとめたものである｡

表 5 大学でのキャリア支援プログラムの例

l年次 .ヱ年次 3年次 .4年次

内容 ･キャリア意識形成科目 ★就職支援 (キャリア支援)施策･就職ガイダンス､OBOG体験談･自己分析講座･エン トリーシー ト講座･業界研究 など

･自己分析診断とフォロー講座

･キャリアカウンセ リング制度

･課外活動の支援制度

･インターンシップ

2004年から2007年に行った大学-のヒアリングにより等者作成

ヒアリングの結果では､25大学で初年次から何らかのキャリア支援プログラムを導入してい

るが､学部によってはキャリア科目の取得制限がある大学や､キャリア支援を受けている学生

数が科目数の都合上､限られている大学もあったO実際の調査データではキャリア支援を受け

る学生は 旦割に満たないという調査結果が出ている20)0

このように､キャリア支援を受けられる学生がまだ限られている点や､一一概にキャリア支援

といっても大学によってプログラムの内容にばらつきがあるという点が現状の認識として挙げ

られようLlたとえば､1牢次に実施するキャリア科目をとっても名称は ｢キャリア意識形成料

目｣｢キャリアを考える｣｢働く意味を考える｣など様々であり､その内容も学生が主体となり､

く講義形式のもの (K大学)など様々である｡

またそもそも大学においてキャリア教育をどう位置づけるか､その目的をどうするべきかが

不明確な大学もあり､効果検証にいたっては ｢まだ検討段階｣とい うところが 25大学中23

大学であったO効果検証を行う予定の残 りの2大学については卒業生アンケー トの実施を予定

はしているが具体的な計画についてはこれから検討するという回答であったOこのように現在､
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高等教育機関におけるキャリア支援は進んできてはいるものの､実施内容や目的なども含めま

だまだ模索段階であり､効果検証にいたっては各大学とも今後の検討課題 となっている状況が

伺えたO

②2007年労働政策研究 ･研修機構の報告書から

2000牢以降､大学では就職部からキャリアセンター-の名称変更､キャリア科目の設置等､

キャリア支援が具現化され行われるようになった｡2003年 4月には法政大学でキャリアデザイ

ン学部が新設されるなど､キャリアと名のつく学部や科目は増えつつあるといって良いだろう｡

つまり､2000牢以降に入学 した学生は大学で何らかのキャリア支援を受ける機会があった可能

性があると考えられる｡

労働政策研究 ･研 修機構が 2007年に発表 した 『大学生と就職』は､4つの調査データをもと

にし､その うちの 2調査は20()5年に4年次であった学生を対象としているO これはキャリア支

援を受けたと考えられる学生を対象としていると考えられるOこの報告書では､大学生の初期

キャリアとキャリア支援を絡めて分析､大学生に対する職業-の移行支援のあり方､職業人の

育成において現在の大学が果たしている役割 とその課題を検討 し､大学のキャリア支援に対す

る実態調査結果をまとめている21㌔ この実機調査から得られる知見はいくつかあるがキャリア

支援に関するものとして次のことがあげられる〔

① 大学の選抜性による就職活動の内容 ･プロセスが異なることが明らかになった｡つまり

選抜性が低い類型の大草では就職活動開始の時期が遅く､内定を獲得する時期にもパラ

つきが大きいOすなわち､より個別のキャリア支援が必要になるo

② 移行支援における相談機能の効果については､選抜性が中位以下の大学では､東学が多

様な支援を行っていることが正社員内定率を高め､相談相手のいない孤立型の学生はど

の大学においても正社員内定割合が低かった｡これらのことから,支援の多様性の継続

と､学生を孤立させない方策が必要と考えられる｡

③ 企業が新規大卒学生に期待する人物像は大きく変わっているわけではなく､その表現が

｢人柄｣からコンビテンシー-的な表現-と変化している.｡また大学がとらえる企業の期

待する人材像は専門知識の比重が大きく､企業側と大学側に微妙なズレがあること｡ま

た､アルバイ トやサークルといった学生生活上の活動-の積極性が内定獲得に影響 して

いるが､大学でのキャリア形成支援については､-一部に内定獲得と結びつく効果が見ら

れたが､キャリア開発科目の導入などはその効果はこの検討の範囲では図れなかったO

④ 大学のキャリア形成支援の うち､インターンシップは経験者は少ないが役立ったとする

ものは多いOキャリア開発科目やセ ミナ-は､実施率は中程度だが役立ったとい う者は

比較的少ない｡相談機能は､移行が円滑でないものからの評価が低い傾向がある｡
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この結果からキャリア支援の方向性として次のことが挙げられるだろう｡①大学の属性 (類

型)によって就職支援､つまりキャリア支援が必要になること､②大学入学時の取り組みは特

に重要であり､学生をどう孤立させないかということが必要になる､③大学は企業が学生にど

んな能力を求めているのかを的確に把握 し,それを学生に伝える必要がある､④キャリア支援

は､社会の変化と学生の状態をとらえ､それに沿ったものに変更していく必要があるというこ

とである｡

この調査においては､学生と社会との移行を大きな視点で捉えているが､～-一方､個別のキャ

リア支援の科目の評価を見る上では違った視点が必要ではないかと考えられる｡例えばこの調

査では役立ち度が 低 い とされた ｢キャリア教育科目やセ ミナーー｣ の内容についてはキャリア教

育科目といってもその内容は少人数制､講義形式､グループワーク､等様々であり､大学ごと

に役立ち度にバラツキがあると考えられるOより正確な評価をするためには､学生のキャリア

支援科目の認織や大学でのキャリア支援の受講履歴を明確にするなど､別の調査設計が必要で

あろう｡

3 各大学におけるキャリア支援の調査研究

近年各大学でもキャリア支援関連の調査が何点か報告されているOここではキャリア支援に

関する実証研究を中心にレビュー し､実証研究の手がかりとしたい｡

①学生のキャリア意識調査からキャリア支援の方向性を探るもの

･東北大学のキャリア意識調査

東北大学では学部学生のキャリアに関する意識の一般的な動向を探ると共に､キャリア形成

支援のための基礎的な資料を収集することを目的に実態調査を行っている22㌔ (表6 a)

この調査ではキャリアレディネス尺度と職業志向を使用 し､学部別､学年別の検討を行った｡

キャリアレディネス尺度は 1996年坂柳が開発 したものを使用し､職業キャリア関心度､職業キ

ャリア自律性､職業キャリア計画性の 3因子から構成され､27項目､5件法による回答方式で

ある｡また職業志向は仕事の何を重要視するのかという視点で 14項目から複数回答の選択を求

め､最も重要だと思 うものの回答を求めた｡キャリアレディネス尺度による因子分析結果は､

関心性､積極性､明確性の3因子が抽出された｡また職業志向の検討を行い,学部間､学卒に

よる差を検討 し､最終的には､学部､学年ごとの進路成熟度を考察 し､例えば､工学部で労働

条件などに関するクラスタに価値をおく傾向が見られる一方､文学部ではいずれのクラスタに

も価値を置かない点が特徴であるとい う調査結果を出している｡

･名古屋大学のキャリア支援の調査

学生の状況を把握し､それに応じたキャリア支援の方向性を探る方法は他大学でも見られ､
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例えば名古屋大学では ｢大学から社会-の移行問題｣として初牢次教育からキャリア支援の方

向性を探っているが23)そこでは学生 相 談 セ ン ターで毎卒業施 している新入生アンケ- トをもと

に､相談内容から学生の傾 向 を 捉 え ､ ど の ような支援が必要かを検討 している｡

･S大学のキャリア支援教育研究

また､特定の大学名は出ていないが S大学の事例として､羽石､安久､西岡ら行ったキャリ

ア支援教育の研究が報告 されている024)(衷 6 b)S東学では4年間-貫のキャリア教育が開始

され 1年半が経過 し､キャ リア教育に関 して学生の自己理解診断と職業意識を行い､その結果

をもとにキャ リア教育の方向性を考察 した｡その方法としては､自己理解のための診断として

目標達成意欲度診断 と行動適応診断を行い､目標達成診断は内発的キャリアデザインを図り､

自己統制感尺度と自己教育性 ･成長性尺度の 2つの因子に分けられる｡行動適応診断は外発的

キャリアデザインを判断するものであ り､1991牢に日本経営協会が開発 した DRAMAの行動特

徴の6つの側面を使用 している｡ これ らの調査において目標に対する意欲度が高く､目標に向

け努力しようとする学生と､それに反対の学生のいてどのような特徴があるかを分析 し､今後

の展開として､学生に目標設定を明確にさせ､目標実現のための方策を検討させることの重要

性について確認 しているQ

(参キャリア科目の紙義の効果を測定するもの

･キャリアデザインニングの授業効果

キャリアデザイン講義の効果検証として坂下の職業キャリアレディネス尺度を使用した研究

も報告されている25㌔ (表 6C) 森山の担当するキャリアデザインニンダの授業の効果測定を

行ったものだが､この授業では半期科 目として開講されているため､その開始直後 4月と終了

時 7月に同じ質問紙の調査を行ったQ ここでは､2時点での調査結果から職業キャリア意織の

変化､および課題が抽出されると推測 している｡結果として関心性､自立性､計画性の観点か

ら見ると4月から7月ではいずれ も上昇 しているが､計画性ののびが鈍 く計画性領域の各項 目

の低さが目立つと指摘するO また､この原因 として学生がこれまでの具体的な職業体験と職業

情報量の少なさからくるものであるとまとめている｡

･宮崎公立大学のキャリアの事例

宮崎公立大学では2005年前期に開講された ｢キャリア設計｣の講義が､受講生の進路選択に

対する自己効力感 と結果期待に与える影響について検討 している26㌔ (表 6d)この調査も森山

と同様に ｢キャリア設計｣の講義を開始 した直後の4月と終了後の 7月の 2回質問紙法による

調査を行った｡使用 した質問紙は安達が使用 した進路選択に対する自己効力感尺度と進路選択

に対する結果期待尺度であ り､前者は進路選択､問題解決､計画立案､自己適性評価､職業情

報の収集に関する自己効力感についてそれぞれ 川 項目､合計 50項 目で測定するもので､5段

階評価 となっているo後者については4段階尺度である｡また別途学生による授業評価の結果
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も行っている｡ この調査の結果から進路選択過程に対する自己効力感 と結果期待はキャリア設

計の講義前後で有意に上昇 し､男性 より女子学生において大きく､自己効力感の初期値が低い

学生において､高い学生よりも大きかったとし､この講義が学生全体の底上げに効果的であっ

たことを示しているO

表 6 キャリア支援に関する論文等

鶴文 大学 目的と対象者 仮説 調査の指標､理論など 結論

a 東 北 学部生のキャ リア意識 キャリア レデ ィ 学部間､学年

大 学 調査､1年-4年次､全 ネス尺度 (板柳) 間の職業志向

(2008) 学部生を対象に 1686名 と職業志向を図 の特徴がある

から回答 るo 程度明らかになったO

ら S大学 学生-の自己理解診断 内発 的 キ ャ リア 目標達成意欲度 どの類型の学

(2007) や就業意識に対する詞 デザイ ンを基本 診断 と行動適応 生にどのよう

査結果をもとにキャリ にし､外発的動機 診断 (DRAMA) な支援が必要

ア教育の方向性を考察 づけを学習 させ により学生をカ が を 検 討 し

するO学生509名が調査 る科目構成 の効 テ ゴ ラ イ ズ し たo

対象○ 果検証Q たo

C 執 筆 キャリアデザインニン 職業キャ リア意 職業キャ リア レ 関心性､自立

者 の グ科目の効果検証O受講 織の変化 や課 題 デ イネ ス 尺 度 性､計画性の

担 当 生 1.2年生 50名を対 が抽出され る と (坂柳)を使用 いずれ も上昇

大 学(2008) 象とし､科 目開始と終了後の2回調査 推測 したO

a 宮 崎 キャリア設計の講義の キ ャ リア設 計 の 進路選択に対す 講義の効果と

公 立 効果検証02年生 196名 講義 は 自己効 力 る自己効力感尺 して進路選択

大 学 を対象とし､科目開始､ 感 と結果期待 を 度 と進路選択に 過程に対する

(2006) 終了後の2回調査 高めると推測 対する結果期待尺度 (安達)杏使用 自己効力感 と結果期待を十分に高めるものだったo

e 京 都 入学時の意織や態度 と 就職の内定状況 大学-の勉強

産 業 い う特性 面が就職 に ど を従属変数に､ -の取 り組み

大 学 の よ うな影響 を及 ぼす 学生の属性､入 が重要である

(2008) のか､1年次と4年次の 学時の意識 .簡 ことと､意織

パネル調査を実施､対象 度に関す る独立 や態度 といつ

a･-eの論文をもとに筆者作成｡

③キャリア教育と大学教育との関連性について

京都産業大学の松高は大学教育とはなにかをキャリア教育とい う観点から分析 し､パネル調

査をもとに論 じている27)0 (表 6e) 京都産業大学ではキャリア支援が進んでいる大学の-つ
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であるが､今回の調査は特定のキャリア科目に対する調査ではなく､入学時での意識や態度と

いった特性面が就職にどのような影響を及ぼすのかという点を検証するために､学生の入学時

とその学生が4年次になった2つの段階でのバネ/レ調査を行った｡調査分折からは､大学-の

勉強への取り組みが重要な変数であり､キャリア教育との関わりでみれば就職に有利に作用す

る進路意識や社会的な強みという特性は大学の勉強へ向かわせる変数であることが明らかにな

ったとしている｡またこれまで教育成果の指標として設定されることが少なかった意識や態度

といった特性面が知識 ･技能に加えて重要な指標になりうる点を指摘する.､結論として､大学

の教育力としてのキャリア教育の役割は学生を大学の勉強に向かわせることであるとしているo

している､〕Ⅲ章のまとめとして､その方法をまとめる｡

ヰ キャリア支援のアプローチ方法

キャリア支援の実証方法を検討する際､まず､現状のキャリア支援プログラムについてまと

め､現在行われている実証研究をレビューしてきたOこれらの研究からキャリア支援の実証研

究のアブローーチの視点がいくつか存在することが分かった.〕以下にその視点をまとめてみるo

lつには学生の入り口のキャリア意識を探りそこからキャリア支援策を検討するとい うもの､

2つにはキャリア科目の効果測定を測るために､キャリア意織を測定し､その変化を探るもの､

3つめに出口､または卒業後に視点を移 し､どのような点が社会移行に役立ったのかを見るも

のであろう｡

しかし､これらの前提として､そもそもキャリア支援の何を効果検証するのか､という前提を

明確にする必要があろうC例えば

I.大学でのキャリア支援の位置づけをどうするのか､カリキュラムとの関連性をどう捉え､そ

の定義をどうするのか

2.1を踏まえた上で､大学でのキャリア支援の目的をどこにおくのかOそのためには大学によ

る学生のキャリア意識の状態を確認し､どの層に対してどんな支援をするのかを考える必要

があるだろう｡

3.効果を見るのか､評価を見るのか､それによって検証方法が違ってくる｡

また､キャリア支援の先行研究からは､大学生の社会-の移行について､自己理解､自己肯

定感､キャリア意織､体験型学習､コンビテンシーといったキーワー ドが連想 されるO 各プロ

グラムとこれらのキーワー ドにどういった関連､効果があるのかを探ることが今後のキャリア

支援の実証研究につながっていくと考えられるO
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表 7 キャリア支援 の実 証 研 究 - の ア プ ロー チ 方 法

入学前 l年次 ヱ年 次 3年 挽 4年 次 卒業後

キャリア文 自己分析診 キャリア意織形成 科 目 ☆ 就 職 支 援 (就 職 ガ イ ダ 卒業後 の就

接プロゲラ 断 インターンシップ ンス ､0迅OG 体 験 談 8 自 職 指導

ム例 グループワーク 己分析講座､エン トリ ーシー ト講座､模擬面接等

キャリアカ ンセ リング等の相談

サークル､部活､資格支援などの課外活動支援

策証研究の 入学前のキ 入学時のキ ヱ年次のキ 就職意識詞 内定者の就 就業後の定

具体例 ヤリア意織 ヤリア意識 ヤリア意識 査や社会で 職 活 動 分 着率調査､

分析､自己 分析､各講 分析 とその 求められる 祈､自己肯 大学教育と

効力感の分 義科目の効 対応 能力と学生 定感 との関 社会移行と

折など 果検証 の能力との対比 適性などO の能力問題

調査指標や 学生のキャリア意識を探 り何らかの仮 社会が求める能力と学生の能力とを詞

分析のフレ 説を導き出す調査 例①キャリア意識 整するキャリア支援の調査 例①社会

-ムワーク を図るキャリアレディネス尺度等を使 が求める能力の調査 例②学生が社会

用し､講義の効果測定を測るQ例②学 で求められる能力の調査 例③卒業後

生の自己理解を促す検査から学生の理 の初期キャリアから大学のキャリア支

解度､満足度の測定を図るo 例③キヤ 援プログラムのニーズを調べるものな

リアカウンセ リング制度が充実した大学であればカウンセ リングシー トの分析から､キャリア意織分析 も可能o どが挙げられるo

出所 :筆者作成

インプリケー シ ョン

大学は変遷 しているが､キャリア支援科目を担当して､今年度で4牢目になる｡毎回講義の

終了時に､学生のキャリア意識に何らかの変化を与えたのか､卒業 してからこの講義をどう振

り返るのか､本当にこの内容で良かったのか､と自問自答する｡授業後のアンケー トや学生か

らの評価だけではない明確な検証方法があればと考えるが､現実には右往左往 している状態で

あるO現在大学で行われているキャリア支援が学生にどういった効果があるのか､とい う問い

はキャリア支援に関わっている方々の大きな課題であろう｡

本稿では先行研究からのアブローーチを試みたが､筆者の力量不足が原因で整理することに終

始した感があるL〕次稿においては､今回整理 した指標や､分析方法を取 り入れ､キャリア科目

の効果検証に取 り組みたいと考えているOまた､キャリア支援の大学と学生を取り巻く環境は

目まぐるしく変化しているO不易なものと時代に対応 しなければならないものを見極めつつ､

学生のキャリア支援の方向性を探っていきたい｡
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<注>
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